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イ ン ター ネッ ト利 用 によ る高大 連携の 仕組み と評価
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〈概要〉平成 13年度 よ り大学設 置基準が改定 され ， 大学 卒業単位数 124単位 の うち 60 単位まで 遠

隔 教育で 取得す る こ とが 可 能 とな り，遠隔 教育の 頃要性 が ます ます増大 した．また文 部科学省は

教育改革の
一

環 と して ，高大連携 を推進 して い る．岡 山理科 大学 は平成 14 年度 よ り イ ン タ
…ネ ッ

ト利用 に よる高大 連 携遠隔授業を実施 し て い る，ま た ， 本年度 よ り加 計 グル
ー

プ 5 大学 1短 大 と

も融合 した連携に取 り組ん で い る．本 論文で は，平成 15 年度及 び 平成 16年 度 に お け る 本 高大連

携 の 仕組み と評価 に っ い て 述 べ る．
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1 ．は じめに

　岡山理科大学 （以 後 ： 本学） は大 学の 講義

をイ ン タ
ー

ネ ッ トを利用 し複数 の 連携高校 に

配 信 して い る．こ の 遠隔授 業は単位認 定を伴

うもの で あるた め ，その遠 隔授業 シ ス テ ム は

1．分な信頼性が 要求 され る ，

　筆者 らは ，同期 ・
双 方向型 と非同期 ・双方

向型 を併用 した 講義形式で 運 営 して い る．実

践研究か ら得られ た ，ネ ソ トワ ーク
， 動画像 ，

音声な ど シ ス テ ム に 対する 知 見 と受講者ア ン

ケ
ー

トの 分析に よる教育効果 を報 告す る．ま

た，対面授業 とは異 な る遠隔授業の 特徴 的な

講義方法に つ い て も報告する．

2 ．遠隔授業連携協定高校

　表 1は本学 と遠隔授業連携協定 を結ん だ高

校 一・覧で あ る．

　　 表 1 ．遠隔授 業連携 協定高校
一

覧
参加 高校 H14m5H16 　 H17

県 ・落合高
削

県 ・鴨 方高

県 ・倉敷天城高

県 ・瀬戸 高

県 ・玉 野光南高

私 ・岡山学芸館

私 ・美作高

私 ・誠英高 qh 日 県）
　一

私 ・北陽高 （大阪 市）
一

3 ，遠隔授業の 方式

　遠隔 授業に は講義者 と受講者が リア ル タイ

ム に授業を行 う　「同期 方式 」 と，受講者が い

つ で も受講で き る 「非 同期方 式 」 が考 え られ

る，また通信 方法 と して は，「双方向」，「一方

向」 が あ る．本高大連携で は ，「同期 ・双 方向

型 」 と 「非「司期 ・双方 向型 ｝ を併用 し て 実施

し て い る ，

3 ．1 同期 ・双方向型の 授業

　CentraOnG （Centra 社製 米国）， 多地点動

画像 表示 シ ス テ ム （シ ッ ク ス 社 ・大 西研共同

開発），　LMS　（Lcarnirlg　Management　System＞
と して の Web シ ス テ ム （大西研 独 自開発）を

使用 し て い る．CentraOne は教材 の 登 録 ・提

示 ， 手動 切 り替 え に よ る講 師ある い は 質問者
の 動画 像表 示 ，双 方 向 の 音声 ，

ソ フ トウェ ア

の 共有，受講者の 感情表示 ，挙 手な ど の 機能
が あ り，講義及 び質疑応答 に使用 して い る ．

図 1 は CentraOne の 講義 画面で あ る．
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図 1 ，Cen しraOne の 講義 画面

多地 点動画像表示 シ ス テ ム は授 業に参加 し

＊l　SAToSHI　Aoshima
＊2　SO［CHI　Onishi
＊3　YIISUKE　Akiyama

＊4　M⊥〔：HIO　Sakakihara

1 岡 山理 科 大学 大 学院 wawoshima ＠moon ．　mis ，　ous ．　ac ．　jp

　岡 山理 科 大学　　　 onishi ＠mis ．ous ．ac ．　jp

　剛 lr理 科 大 学大 学院 acky ＠m 。 ・ n ．mis ．ous ．ac ．　jp
　「ttJL上」理 拜…斗大学　　　　　　　sakakihara ＠mis ．ous ，　ae ．　jp
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て い る各校の 教室 の 様 子を 1画面 に 同 時 に 表

示 し，ス ク リ
ー

ン 上 に仮想教室 を作 り出 して

い る ．図 2 はその 画面で ある ．

県の 全城が 教室に な っ て い る こ とが 分 か る ，

鵬 3
』
轡 ∵∴∴ ：：二胃碑 寸 tt、

　 ハ いりざいい ・’”e・t，：ニ
や

　 劉 璧 謂

，．鶏

／
−
t”
一一’二： …一＝

一一
：：
．
＝ r ．＝ wu

：rl

貘鰓 騾蠻
響 鋼 糶

図 2 ，多地点動 画像 表示 シ ス テ ム 画 面

　Web シ ス テ ム は講義終了時に提 出す る 出席

ア ン ケ
ー ト提 出 シ ス テ ム ，授 業中に受講生 に

解答を 求め即座 に 集計 し グ ラ フ 表示 す る質問

1司答 シ ス テ ム
， 授業で使 用する PPT な どの 教

材管理 シ ス テ ム に よ り，ライ ブ授業 をサポ ー

トして い る ．

3 ．2 非同期 ・
双 方向型の授 業

　大 学 と各高 等学校 と の 講義 ri程 が合わ な い

な ど の 理 由 で 同期 ・双 方 向型 で 受講で きな い

場合 に ， また r・習復習に 学習す る形 態で ある ，

Web シ ス テ ム に ID，パ ス ワ ー ドで ロ グイ ン

し，LMS の Web シ ス テ ム が管理 し て い る資

料や VOD 教材 を利 用 し て 学習す る．　 Web シ

ス テ ム は教材 管理 の 他 ， 受講者管理 ， 出席管

理 ，科 H管理 （シ ラバ ス ，提 出物管理 な ど），

質疑応答用 の 掲示板，受講生 間の コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 用の チ ャ ソ ト，な どの 機能があ る．

　 VOD 教材の 作成は ，平成 15 年度 は

MicrosofむProducer（Microsoft社製）， 平成

16 年度か らは Stream 　Author2J 　（Cyber

Links祉製）を用 い て い る．50 分 の 講義 の

VOD 教材 を作 成す る と きの 作成時 問は 編集

量 に よ り差は で るが ， 概ね Microsoft
Producerでは約 5 時 間 ，

　 Stream　Author2J
で は約 2 時 間 で あ る．

4 ．高大連携 の仕組み

4 ．1 連携高校所在地

連携 高校 の 所在 地 を図 3 ，図 4 に示 す ．岡山

i
図 3 ．県外高校所在地

　 　 平 成 16 年度 高 大 連 携教 育
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図 4 ．岡山 県 ド高校所在 地

42 ネ ッ トワ
ー

ク 構成

　ネ ッ トワ ーク 構成 を図 5 に 示す．

図 5 ，ネ ッ トワー
ク構成 図

　本学 は 100Mbps で 岡山県情報 ハ イ ウ ェ イ に ，

5Mbps で OCN 回線 に ，44Mbps で SINET に 接続

し て い る．各岡山 県立 高校 は 1．511bps で ，美

作高校 は 10MbPs の CATV 回線 で ，学芸館高校

は 100Mbps の 岡山市地域情報水道 で ， それぞ

れ 岡 山県情報 ハ イ ウ ェ イ に接続 され て い る ．
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岡 山 県情報 ハ イ ウ ェ イ 内 は 155Mbps で あ る．

山 口 県誠英 高校 は 100Mbps の OCN （帯域保 証

な し）で ， 大阪府北陽 高校 は 100Mbps の 民間

プ ロ バ イ ダで本学 に接続 して い る．

5 ，ソ フ トウ ェ ア ・教材 の 評価

5 ．1　CentraOne

　CentraOne は 同期 双 方向遠隔 授業 用の ソ

フ トウェ ア であ る．

（1 ） 音 声

　　本学か ら接続 高校 へ は ，音声 の 遅延 は約

　 1 〜 2 秒程度 ，音質は明瞭 で あ る．接続 高

　校か ら本学 へ は ，特 定の 高校 にお い て バ ッ

　ク ノ イ ズ が 大き く聞 き難 い が 授業に 支障 は

　な い ．

（2 ）動 画像

　　画質 は USB 接続の カ メ ラ を使用す るた

　め 高品質 で は ない が 講師や 受講生の 画像 を

　映す に は十 分な画質で あ る．画像の 遅延 に

　つ い て もネ ッ トワ
ー

ク に よ っ て 差が ある が

　1〜 2 秒程 度 で あ る ．音声 と動 画像 の 同期

　ず れ は 通常 1 〜 2 秒 程度 で あるが 特定 の 高

　校に お い て 3秒 以 上 の 場合もあ っ た ．画質 ，

　遅延 と も授 業に 支障が で る ほ どで は ない ．

5 ．2 多地点動画像表示 シス テ ム

　本 シ ス テ ム は Flashで 設 計されて い る．接

続 先 ご とに イン タ ーネ ッ ト回線 の 速度 に合わ

せ 手動 で画 質 を 3 段 階 に設定 で きる．利用法

は授 業 の 様子 を概観す るた め の も の で あ る の

で ，回線容量 を圧 迫 しな い こ とを 考慮 し て ，

状況 に応 じて 画質 の レ ベ ル を設定 して い る ．

　本 シ ス テ ム は ハ イ ポ
ー

トを使用 し て い る ．

接続先 に よ っ て はフ ァ イア
… ウ2−一ル で ハ イ

ポー トを閉 じて い る場合が あ るた め確認 調整

が必 要で ある．

5 ．3VOD 教材

　VOD 教材 の フ ァ イ ル 容量 は ，50 分 の 講 義

で 約 50MB 程度で あ る，講師 の 動 画像 と音 声

は DV カ メ ラで 撮影 して い る．画像は カ メ ラ

ア ン グ ル が重要で ある ．漫然 と撮影す るの で

は な く受 講者の つ も り で 撮影 し なけれ ばな ら

な い ，録 音は DV カ メ ラ付 属 の マ イ ク で は 雑

音が 入 りや す く教材 と し て 使 え な い 場 合が あ

る．筆者 らは 無線式 の マ イ クで 直接 DV カ メ

ラに 入 力 し て い る．

6 ．講義に つ い て の 評価

　木 高大連携 で 実施 した科 H は 前期 「イ ン タ

ーネ ッ ト入 門」，後期 厂ア ル ゴ リズ ム 入 門」 で

あ る．こ れ らの 科 目は本学総合情 報学 部情 報

科学科 1 年次対象 の 専門基 礎科 目で あ り，専

門科 「1へ の 導入 及 び 高大連携を 意識 した 内容

で ある ．

　本科 日で は ，毎回 の 授 業後 に 出席票 も兼ね

て 授業 ア ン ケ ー トを Web シ ス テ ム か ら提 出 さ

せ て い る ，また，講義 の 最終回 に講義全体 と

して の ア ン ケ
ー

トを集 計 し て い る． 卜記に 平

成 16 年度 前期 1イン ターネ ッ ト入 門」 に つ い

て の 評価 を報告す る ．こ の 授業 の 本学 の 履修

者は 32 名 ，高校生 の 履修者 は 59 名で あ る ．

6 ．1 受講者 の 直感的難易 度

　授 業毎 の 授業 ア ン ケー トで難易度 を集計 し

た．難易度 は 5 段 階評価で 1が 易 しい ， 5 が

難 し い とな っ て い る．授 業全体 の 大学生 の 平

均は 3．0，高校生 の
’F均 は 3．4 とな っ て い る．

また 図 6 は各回 の 大学生 と高校生 の 難易度 平

均で ある．高校生 が大学生 に比 べ て 少 し難 し

い と感 じて い る が 人差 は な く，適 当な レ ベ ル

の 授 業だ っ た と考 え られ る．
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　　　図 6 ．各回 の 難易度平均

6 ．2 　遠隔授 業 と して の 総合評価

　遠 隔授業 で の 音質や 画質 は学習 に 少 な か ら

ず影響 を 与え る．授 業内容 が 良 くて もシ ス テ

ム の 品質 が悪 けれ ば総合評価 は ドが る ．ア ン

ケー トに ，「総合 的 に判断 し て こ の 授業に 満足

した か ？ 」 と い う項 目 が あ る ，集 計結果 を図

7 に 示 す ．i学生 」 は講 義 が行 われ た 教 室 で 受

講 し て い る の で ， シ ス テ ム の 品質 の 影 響 を受

け な い ，図 7 よ り大学 と高校 は ほ ぼ同 じ評 価

で ある ．本遠隔授 業 シ ス テ ム は教 育に 耐え ら

れ る と評 価 で き る ．

一1il4一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan Society of Educational Information

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Eduoational 　工nformation

5eo 、

450 丶

4aON3fios30DS

iiii
l　 50馬

　 OO 晃

5 年 32 1

図 7 ．総合評価 （5 ： 良い ）

rl
ρ 大学 i
厘」塵劃

6 ．3 　 成績結 果

　表 2 は成績結果で あ る，成績処 理 は大 学生

と高校 生 で差 をつ けず に 行 っ て い る，A は 80

点以 上 ，
B は 70 点台，　 C は 60 点台 ，

　 D は 60

点未満 ， E は受講回数 不足 の た め 定期試験 を

受けて い な い ， A ，B ，C が 単位 を認定 された

こ とに な る．高校 生 の 定期試験 を受 けた 人数

の うち D は 16％ ， A は 49％ で あ っ た ．高校生

は授 業に 対応 で きて い る と考え られ るが ， E

の 16 人 （27％）は 無視で きる数で はな い ．16

人 の うち 10 人 が F 高校 に 集 中 し て い る ．理 由

と して ， も と も と学習意欲 が なか っ た ， ク ラ

ブ活 動 と重な っ て 出席で きなか っ た ， 授 業内

容が難 し くつ い て行 け なか っ た，な ど様 々 な

こ とが考え られ る．さ らに 詳 し く分析す る必

要 がある ．図 7 は F 高校 の 出席状況 で ある．

表 2 ．成績結果

且 B c D E

本学 23 人 3 人 0 人 0 人 2 人

高 校 合 刮 21 人 12人 3人 7 人 止6 人

F 高校 2 人 5 人 1 人 5 人 lo 人

全 体 44 人 15人 3 人 7 人 18 人

出席 レ ポー
ト提出数
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6 ，4 受講者の 感想

　 ア ン ケ
ー

トの 感想 に は ，「コ ン ピ ュ
ー

タ や ネ

ソ トの こ と が 今 ま で 以 上 に 理 解で き た ，こ れ

か らも理 解 を深 め て い き た い 1，
「イ ン タ

ー
ネ

ッ トへ の 興 味が 出て きま し た ．こ れ か ら大い

に活 用 して い き た い と思 い ます 」 な ど の ポ ジ

テ ィブ な感想 が 多く学習意欲 が 向 ト し た よ う

で ある ． し か し 「ス ピ ー ドが ちょ っ と速 くて

ち ょ っ とっ い て い くの が大変 で した 」 とい う

感 想 もあ り ， よ り受 講者 の 反応 を見なが ら講

義 を進 めて い くこ とも考慮せ ね ばならない ．

7 ，ま とめ

　 平成 15年 度及び 平成 16年度 は 大 きな トラ

ブ ル もな く終 了 し て い る ．ま た平成 16 年 度の

高校生 の 単位認定率 は 61％ で あ り，平成 15

年 度の 46％を上回 っ た．また ，受講生 か らの

評 価 も良好 で あ っ た ，

　 平成 17 年度 よ り本学 を含む 加計 グル
ープ 5

大学 1 短 大 と こ れ ま で 連携 を行 っ て きた 高等

学校 を融合 した遠隔授業に 取 り組 ん で い る，

各 大学が それぞ れ 講義 を提供 し，他 大学や高

校が遠 隔で 受講す る とい う方 式で行 っ て い る．

　 今後 と し て は ，よ り学習 しやす い 環境 の 考

察 ， 受 講生 に対す る フ ォ ロ ー
の 方法 ， 受 講生

の 成績評価 の 方法 ， 受講生 の 認証方 法 ， 各シ

ス テ ム の 課題や運営 方法 の 改 善を行 っ て い く，

謝 辞

　本研 究は 各連携高校 の 先 生方の 多大な 協力

を得ま し た ．感謝 致 し ます ．

参考文献

［1］大 西 荘
・，他 5 名 ，「イ ン タ

ー・
ネ ッ ト利 用 遠 隔 授

　 業に よ る 高 大 連 携教 育 1，岡 山理 科 大 学 情報処 理 セ

　 ン ター研 究 報 告第 23号 ， pp．15．20， 2002年 3月

［2］橋井幸 子，鶴将 幸，大 西 荘
一・，他 5 名，「イ ン タ

　
ー

ネ ッ ト利用遠隔授 業に よ る 高大連携教育」，日本

　教育 工 学会第 19 同 全 国 大 会論 文 集，pp ．911−912，

　 2003 イ
尹 10 丿亅

［3］大 学設置基準等 の 改正 に つ い て （答中） （平成 ll

　 年 3 月 9 日　 大学審議会）

　 http ：／／www ．mext ．9 ［）．　jp！b−menll ！shir 】9i ／12！dai

　 gaku 〆tous．hin，f99e301 ，hLm

「4］加 計 グ ル
…プ連 携 遠隔 授業 Web ペ ージ

　 http ：／／cyber ．　kake−group ．　jp！

一一145 −一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


